堺市の産業構造・政策上の問題 : 関西広域圏の状況と関連づけて by 北川 隆吉





































































































































































































（注）国民経済計算（SNA統計）の推計方法は、近年、68SNAから 93SNA（国連が 1993 年に勧告した計算体系）に移行した。
現在のところ、各県の 93SNAベースは平成２年度以降の数値のみが整備されている。
上表では平成元年度以前について、参考まで 68SNAベースの数値を掲げている。










































 平９ 平 10 平 11 平 12 平 13 平 14 平 15 平 16 平 17 平 18 平 19 平 20 
卸 62 62 62 47 47 47 44 38 34 34 33 33 
鍛造 35 35 35 21 21 21 21 21 21 21 21 20 
刃付 79 79 64 35 35 35 35 35 35 35 35 33 
鋏 13 13 13 11 11 11 11 11 11 11 10 9 




 鍛造 研ぎ 鋏 計 
組合員 22 39 7 68 
非組合員 4 8 0 12 
計 26 47 7 80 
 
堺刃物伝統工芸士年齢分布 
年齢 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 計 
人数 2 1 5 12 6 26
平均年齢   62.15
 
 












 12 年 13 年 14 年 15 年 16 年 17 年 18 年 
生産数量 492,640 479,680 473,750 436,460 454,000 436,500 428,000 





 平成元年 平成 10 年 平成 17 年 
 出荷金額 事業所数 出荷金額 事業所数 出荷金額 事業所数 
大阪 
（堺） 
808 20 1,139 23 793 16 
岐阜 8,938 49 8,674 44 5,616 42 
高知 503 8 252 9 196 7 


























12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年
－ 36 － 
堺市もそこからその都市構造を大幅に変化させていく方向をうちだしているし、シャープを
はじめとする大企業の新しい技術開発と新製品の生産が大きな課題となっている。これに加え
て、大阪南部の諸都市は、ここではくわしくふれられないが、そこには、中小企業が多いので
あって、堺市の先導的役割はきいわめて大きなものとならざるを得ない。 
それを示すものとして、伝統産業としての刃物業の動向を数字でしめしておいたが、今後を
楽天的に展望できるとはいいえないようである。これらを見るだけでは、十分な紹介、分析と
なっているとはいえないし、真剣にこの事態とたたかっている人々の努力を十分に伝えている
ともいえない。誠に残念であるが、広域的にみても、難問がつみ重なっていると率直に云うべ
きなのかも知れない。 
 
おわりに 
 
本調査において、堺の行政も企業・経営者もそこで働く労働者も、新しい事態と正面から対
峙することの大事さに気付き、一歩でも前へすすむ道をもとめる姿がそこにはたしかにみられ
た。 
その力を信じ強めていく方向の「芽」はうまれつつあると云ってよい。その道がどのように
開け、芽が元気に成育して、大きな「樹」になっていくのかを、堺市の内外の人がしっかりと
見守り、もし「力」があれば、それをだしあっていくことが、わが国の全体についていえるが、
堺でも全く同様である。 
それは現在の日本、そして 2010 年代に課せられたすべての日本人への任務、課題であろう。
空疎な理念や言葉だけで道は拓けない。そのことを胸にひめ、真の国民的、市民的協力の大切
さをあらためて教えられたというのが、筆者の現在の気持である。他の調査参加者の報告とあ
わせて、広い視点で本号の報告書をよみ、御意見をいただければ幸いである。 
 
